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人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

令
和
4
年
2
月
1
日
お
よ
び
4
月
1
日
付

け
で
、
施
設
長
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
就
任
の
ご
挨
拶
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阿
佐
谷
福
祉
工
房
　
新
・
施
設
長�

�

齋
藤 

直
人
（
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

令
和
4
年
2
月
1
日
よ
り
、
阿
佐
谷
福
祉

工
房
の
施
設
長
に
就
任
し
ま
し
た
齋
藤
直
人

と
申
し
ま
す
。
阿
佐
谷
福
祉
工
房
で
は
約
9

年
の
間
、
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
部
を
担

当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
施
設
長
と
し
て
の

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
早
く
業

務
に
慣
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

あ
け
ぼ
の
作
業
所
　
新
・
施
設
長�

�

池
田 

佳
津
男
（
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

令
和
4
年
4
月
1
日
付
で
阿
佐
谷
福
祉
工

房
か
ら
、
あ
け
ぼ
の
作
業
所
の
施
設
長
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
池
田
佳
津
男
と
申
し

ま
す
。
法
人
内
で
は
3
か
所
目
の
通
所
施
設

で
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
不
慣
れ
な
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
ご
利
用
者
様
な
ら

び
に
保
護
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
そ
し
て
安
心
安
全
な
施
設
運
営
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力
の

程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

目
黒
本
町
福
祉
工
房
　
新
・
施
設
長�

�

高
木 

知
子
（
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

こ
の
度
、
令
和
4
年
4
月
1
日
付
で
目
黒

区
立
目
黒
本
町
福
祉
工
房
の
工
房
長
に
就
任

し
ま
し
た
高
木
知
子
で
す
。
い
た
る
セ
ン
タ
ー

に
は
平
成
24
年
よ
り
勤
め
て
お
り
、
阿
佐
谷

福
祉
工
房
、
パ
ン
工
房
プ
ク
プ
ク
、
あ
け
ぼ

の
作
業
所
を
経
て
今
回
の
異
動
と
な
り
ま
し

た
。
ご
利
用
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
お
過
ご

し
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
に
根
差
し
た
施
設
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
　
令
和
4
年
度
法
人
事
業
方
針

�

社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長
　
谷た

に
や
ま山

　
勝か

つ
た
か崇

就職合同説明会（新卒対象）
▪ キャリタス福祉フォーラム l 2022年5月21日（土）　TKPガーデンシティ池袋
▪ あさがくナビ・仙台 l 2022年5月28日（土）　イベントホール松栄
▪ あさがくナビ・就職博 l 2022年6月7日（火）　新宿NSビル
▪ マイナビ福祉就活イベント l 2022年6月19日（日）　新宿NSビル

障がい者施設見学ツアー＆選考会（新卒対象）
日時：�2022年5月19日・26日・6月2日・9日・23日・30日（木） 

各10：00～　集合場所：あけぼの作業所

※お問合せ・お申込みは、法人本部・人事採用担当：山本義彦・中川まで
　電話：03-3392-7346　　Eメール：jinji@itarucenter.com

採
用
関
連
情
報

日
頃
は
、
社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ

ン
タ
ー
に
多
大
な
る
ご
支
援
ご
鞭
撻
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

闘
い
が
始
ま
っ
て
か
ら
2
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
新
た
な
変
異
ウ
イ
ル
ス
の

出
現
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
感
染

再
拡
大
と
な
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

法
人
内
で
も
、
多
く
の
事
業
所
で
感

染
者
が
出
ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に

重
傷
者
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

感
染
対
策
を
徹
底
し
、
ご
利
用
者
様
お

よ
び
職
員
が
安
全
安
心
に
過
ご
せ
る
よ

う
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

さ
て
こ
の
度
、
令
和
4
年
度
の
「
社

会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
・
事
業

方
針
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
4
年
度
事
業
方
針

1
．
令
和
4
年
度
の
目
標

「
福
祉
の
基
本
は
人
」
と
い
う
原
点
に

立
ち
返
り
、
人
材
の
採
用
・
育
成
・
定

着
に
注
力
す
る
一
年
と
し
ま
す
。

2
．
事
業
方
針

⑴�

人
材
の
採
用
・
育
成
・
定
着
に
向
け

た
取
組
の
強
化

①�

人
材
の
育
成
・
定
着
に
向
け
た
取
組

の
強
化

職
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
各
種
研
修
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
防
止
・
権
利

擁
護
の
意
識
を
さ
ら
に
高
め
、
第
三
者

機
関
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
も

進
め
ま
す
。

②
人
材
の
採
用
に
向
け
た
取
組
の
強
化

各
事
業
所
の
人
員
配
置
状
況
を
精
査

し
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
支
援
体

制
を
再
整
備
す
る
た
め
、
適
材
適
所
の

人
材
を
広
く
募
り
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
積
極
的
に
登
用
し
ま
す
。

⑵�

働
き
や
す
く
安
全
安
心
な
職
場
環
境

の
再
整
備

各
職
階
間
・
各
事
業
所
間
・
職
員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
自
己
申
告
制
度
等
を
活
用

し
て
、
風
通
し
の
良
い
法
人
・
事
業
所

を
構
築
し
、
利
用
者
支
援
の
質
を
向
上

さ
せ
ま
す
。

⑶
中
長
期
事
業
計
画
の
策
定

法
人
の
内
部
環
境
・
外
部
環
境
の
分

析
を
行
い
、
中
長
期
的
な
事
業
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
を
含
め
た
B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）

に
基
づ
く
研
修
・
訓
練
も
実
行
し
ま
す
。

⑷�

共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

施
設
の
老
朽
化
対
策

老
朽
化
し
た
共
同
生
活
援
助（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
施
設
に
つ
い
て
、
移
転
や

建
て
替
え
を
進
め
、
ご
利
用
者
様
の
安

全
安
心
な
地
域
生
活
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

⑸�

ご
利
用
者
様
の
地
域
包
括
支
援
を
充

実
さ
せ
る
医
療
事
業
へ
の
挑
戦

法
人
の
地
域
包
括
ケ
ア
構
想
の
一
環

と
し
て
、
医
療
ド
メ
イ
ン
の
事
業
強
化

を
図
り
、
在
宅
医
療
の
提
供
に
よ
り
地

域
還
元
お
よ
び
利
用
者
還
元
に
貢
献
し

ま
す
。

以
上
、
健
全
で
安
定
的
な
財
務
基
盤

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
法
令
等
遵
守

の
徹
底
、
人
権
の
尊
重
、
包
括
的
支
援

の
充
実
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
安

心
安
全
な
環
境
整
備
に
努
め
、
多
様
な

地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
度
も
ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

聖学院大学・心理福祉学部の大橋良枝教授をお招きし、
『ネガティブ・ケイパビリティ』について学びました。

ピックアップ
いたる

令和4年2月19日（土）、令和3年度第4回職員研修を開催しま
した。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、今回もZOOM
によるリモート研修となりましたが、179名の常勤職員が参
加。今回は知的障害特別支援学校での心理的支援を通じた、
本格的な学術論文を発表されている大橋教授をお迎えしま
した。投影性同一化やネガティブ・ケイパビリティといった
キーワードから、困難事例に当たるチーム支援の在り方を考
える機会をいただきました。アンケート結果では、特に「チー
ムが安心感を作り出せば、孤立せず、分からなさ・難しさに耐
えられる」という結論が印象に残ったという意見が多く、あ
らためてチーム支援の重要性を再確認しました。各事業部の

支援例では、「ピヨピヨおうちえんの支援の実際」（小谷悦子・
黒川幸恵・両園長）を紹介。小規模保育事業のサービスの流れ
を動画で視聴し、コロナ禍での徹底した消毒作業や、「おう
ち」さながらのあたたかな保育園の雰囲気を、あらためて共
有しました。今回の受講後アンケートでも、テーマ・レク
チャーともに90%以上の満足度を得ることができました。

今回もZOOMによるリモート研修となりましたが、
参加人数が多いにもかかわらず、スムーズに受講できました。

不確かさや分からなさの中にあって、事実や理由を性急につかもうとせず、
そこに居続けられる個々の力が重要となります。

令和3年度第4回職員研修、
　　　　　　　　　　　2月19日に開催。通

信
89

見学ツアーのみ
参加でもＯＫです！

い
た
る
賛
助
会
入
会
の
ご
案
内

　
「
い
た
る
賛
助
会
」
で
は
「
い
た
る
セ
ン
タ
ー
」

の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
「
幸
せ
な
地
域
社
会
を
作
り
た
い
」
が
こ
の
会

設
立
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

年
会
費　
　

１
口
５
千
円
（
何
口
で
も
可
）

郵
便
振
り
込
み　

０
０
１
１
０ 

７ 

１
２
８
９
２

（
問
）
３
３
９
２-

７
３
４
６ 
事
務
局 

山
本
ま
で

2022年4月1日、令和4年度新入職員の入職式が、代々木・オリンピックセンターで行われました。
新たな12名の仲間とともに、職員が一丸となって、地域福祉のニーズにお応えすべく、邁進いたします。
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法
人
本
部

�

事
務
局
長　
中
島 

學

Ⅰ �

人
材
の
採
用
・
育
成
・
定
着
に
向
け
た

取
組
を
強
化
し
ま
す
。

Ⅱ �

働
き
や
す
く
安
全
安
心
な
職
場
環
境
の

再
整
備
を
行
い
ま
す
。

Ⅲ 

中
長
期
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

Ⅳ �

法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
継
続
的
な
強
化
に

努
め
ま
す
。

Ⅴ �

施
設
お
よ
び
事
業
整
備
の
充
実
化
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

Ⅵ �

適
正
な
投
資
的
費
用
の
明
確
化
を
図
り

ま
す
。

阿
佐
谷
福
祉
工
房

�

施
設
長　
齋
藤 

直
人

Ⅰ �

ご
利
用
者
様
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と

に
よ
り
、
出
席
率
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

Ⅱ �

業
務
の
効
率
化
、
適
正
化
に
よ
り
健
全

な
施
設
運
営
を
行
い
ま
す
。

Ⅲ �

職
員
の
ス
キ
ル
／
専
門
性
を
向
上
さ
せ

ま
す
。

Ⅳ �

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
安
心
安
全
な
施
設
運

営
に
努
め
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
作
業
所

�

施
設
長　
池
田 

佳
津
男

Ⅰ �

既
存
の
作
業
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
生
産

性
と
付
加
価
値
を
上
げ
工
賃
ア
ッ
プ
を

目
指
し
ま
す
。

Ⅱ �

経
験
の
年
数
に
関
わ
ら
ず
、
業
務
の
標

準
化
が
出
来
る
よ
う
に
一
定
の
品
質
と

効
率
を
目
指
し
、
働
き
や
す
い
職
場
を

作
り
ま
す
。

Ⅲ �

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
使
命
を
実
行

す
べ
く
、
地
域
に
溶
け
込
む
ご
利
用
者

様
を
支
援
し
ま
す
。

ク
ロ
ー
バ
ー
・
マ
ル
コ

�

施
設
長
代
理　
仙
石 

宏
樹

Ⅰ �

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
お
よ
び
職
員
数

が
通
年
で
4
名
以
上
配
置
と
い
う
前
提

条
件
の
も
と
、
8
月
以
降
の
目
標
受
け

入
れ
数
を
宿
泊
で
開
所
日
あ
た
り
一
日

平
均
4
泊
、
日
帰
り
で
2
.
6
人
を
目

指
し
ま
す
。

Ⅱ �

地
域
生
活
支
援
等
を
担
う
事
業
所
と
し

て
、
緊
急
要
件
に
対
応
で
き
る
よ
う
開

所
日
確
保
に
努
め
ま
す
。

Ⅲ �

阿
佐
谷
福
祉
工
房
・
生
活
介
護
事
業
部

と
の
間
で
職
員
の
支
援
ス
キ
ル
の
統
一

に
努
め
ま
す
。

Ⅳ �

利
用
者
支
援
度
合
い
の
数
値
化
の
展
開

の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

Ⅴ �

緊
急
時
の
受
け
入
れ
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
空
き
室
利
用
に
つ
い
て

行
政
と
連
携
し
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

パ
ン
工
房
プ
ク
プ
ク

�

施
設
長
代
理　
池
田 

史
暢

Ⅰ �

事
業
部
の
年
間
黒
字
を
必
達
目
標
と
し
、

事
業
の
安
定
化
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

Ⅱ �

課
題
克
服
に
向
け
ご
利
用
者
様
の
教
育
、

活
動
の
場
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅲ �

焼
き
菓
子
等
の
商
品
開
発
を
行
い
、
ご

利
用
者
様
が
製
造
に
関
わ
れ
る
機
会
を

創
出
、
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

Ⅳ �

外
販
拡
大
と
し
て
は
、
区
役
所
・
区
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
既
存
の
販
売
機
会
拡

大
に
加
え
、
企
業
と
の
連
携
を
視
野
に

入
れ
て
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

Ⅴ �

パ
ン
事
業
に
興
味
を
持
つ
A
型
利
用
者

の
受
け
入
れ
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

H
O
Y
A
事
業

�

責
任
者　
鈴
木 

健

　
S
D
G
s
の
一
環
と
し
て
H
O
Y
A
と

の
共
同
事
業
を
行
う
事
に
よ
り
社
会
貢
献

活
動
の
一
翼
を
担
う
一
方
、
全
国
の
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
強
化
し
、
福
祉
施
設

の
工
賃
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
ま
す
。

Ⅰ �

H
O
Y
A
と
の
事
業
連
携
を
継
続
的
に

安
定
拡
大
さ
せ
、
相
互
の
信
頼
度
を
高

め
ま
す
。

Ⅱ �

事
業
で
得
た
収
益
を
い
た
る
グ
ル
ー
プ

の
工
賃
拡
大
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

Ⅲ �

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
自
主
生
産
品
の
サ

ン
プ
ル
を
い
た
る
グ
ル
ー
プ
の
自
主
生

産
品
作
り
の
ア
イ
デ
ア
に
役
立
て
ま
す
。

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
・

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

�

セ
ン
タ
ー
長　
白
瀧 

則
男

Ⅰ �

法
人
所
有
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
新
築
建
て

直
し
を
計
画
し
ま
す
。
女
性
ホ
ー
ム
の
ら

ら
の
建
替
え
を
検
討
し
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

Ⅱ
と
合
体
し
て
10
名
の
施
設
と
し
ま
す
。

Ⅱ �

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
深
夜
時
間
帯
の
休
憩

時
間
を
5
時
間
か
ら
3.
5
時
間
に
変
更

し
、
就
労
日
数
を
減
ら
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
大
幅
に
人
員
確
保
を
行
い
ま
す
。

Ⅲ �

体
制
強
化
支
援
事
業
補
助
金
の
対
象
ホ
ー

ム
を
増
や
し
ま
す
。
体
制
強
化
Ⅰ
を
6
ユ

ニ
ッ
ト
、
体
制
強
化
Ⅱ
を
4
ユ
ニ
ッ
ト
取

得
し
、
人
件
費
増
加
分
を
補
填
し
ま
す
。

Ⅳ �

入
居
者
の
急
速
な
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
を

目
指
し
、
高
齢
者
・
認
知
症
に
対
応
で
き

る
職
員
の
募
集
及
び
養
成
を
行
い
ま
す
。

Ⅴ �

事
業
部
の
組
織
を
強
固
に
し
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
に
責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
も
ら

い
、
専
門
性
を
高
め
る
た
め
各
種
研
修
を

実
施
、
虐
待
・
権
利
擁
護
の
意
識
を
さ

ら
に
高
め
、
職
員
の
国
家
資
格
取
得
を

進
め
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
ウ
イ
ズ

�

マ
ネ
ジ
ャ
ー　
塚
田 

充
昭

Ⅰ �

法
人
の
理
念
で
も
あ
る
共
生
社
会
の
実

現
の
た
め
に
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

Ⅱ �

い
た
る
式
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

実
現
の
た
め
、
障
害
の
あ
る
方
、
高
齢

の
方
な
ど
生
活
弱
者
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
に
お
い
て
自
己
の
尊
厳
を
保
持

し
、
自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
な
支
援
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅲ �

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

を
具
現
化
さ
せ
る
た
め
の
教
育
や
人
材

育
成
、
人
材
開
発
な
ど
に
も
尽
力
い
た

し
ま
す
。

イ
タ
ー
ル
成
城

�
施
設
長　
五
木
田 

義
之

　
ご
利
用
者
様
に
と
っ
て
の
「
安
心
・
安
全
の

提
供
」
を
前
提
に
、
ご
利
用
者
様
の
自
己
実

現
を
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
ど
ん

な
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
、
地
域
で
自
立
を
め

ざ
し
、
社
会
参
加
の
機
会
を
最
大
限
に
持
ち
、

個
々
の
特
性
・
個
性
を
引
き
出
し
、「
権
利
を

守
る
」
こ
と
を
重
視
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

Ⅰ 

応
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

Ⅱ �

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

Ⅲ �

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

Ⅳ 

地
域
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

S
D
G
s
推
進
室

�

統
括
リ
ー
ダ
ー　
渡
邊 
菜
都

Ⅰ �

メ
ン
バ
ー
就
業
面
、生
活
面
に
関
す
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

Ⅱ �

内
勤
業
務
で
は
、メ
ン
バ
ー
の
職
域
拡
大
、

新
規
業
務
・
業
務
変
更
に
関
す
る
対
応
、

仕
事
量
の
増
減
に
関
す
る
対
応
を
強
化
し

ま
す
。

Ⅲ �

外
勤
業
務
で
は
、
引
き
続
き
安
全
に
留
意

し
、
必
要
に
応
じ
て
外
勤
ル
ー
ル
や
外
勤

ル
ー
ト
を
見
直
し
修
正
し
ま
す
。

Ⅳ �

コ
ロ
ナ
に
よ
り
自
宅
待
機
期
間
が
生
じ
る

時
は
、
生
活
リ
ズ
ム
の
崩
れ
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
低
下
を
防
ぎ
、
業
務
の
習
熟
度

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
応
じ
て
業
務
の
切
り
出
し
や
練
習
課
題

な
ど
を
作
成
し
提
供
し
ま
す
。

Ⅴ �

特
別
支
援
学
校
や
就
労
移
行
支
援
事
業

所
等
の
実
習
生
へ
業
務
の
割
振
り
、
業
務

指
導
、
業
務
評
価
等
を
行
い
ま
す
。

Ⅵ �

指
導
員
の
勉
強
会
を
定
期
的
に
実
施
し
、

現
場
で
の
指
導
に
活
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

す
ま
い
る
高
井
戸

�

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー　
阿
久
津 
庄
司

Ⅰ �

管
轄
の
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

相
談
支
援
の
連
携
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

Ⅱ �

緊
急
時
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務�

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方
の
緊
急
時
対
応
計
画
の
作
成
、
緊
急

時
の
対
応
、
必
要
な
連
携
等
を
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
特
定
相
談
支
援
事

業
所
等
と
連
携
を
し
、支
援
を
行
い
ま
す
。

Ⅲ �

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
事
業

地
域
移
行
プ
レ
相
談
事
業
や
精
神
障
害

者
の
退
院
支
援
等
を
病
院
や
保
健
セ
ン

タ
ー
、
区
と
一
般
相
談
支
援
事
業
所
等
と

連
携
を
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
。

Ⅳ �

地
域
に
お
け
る
意
思
決
定
支
援
、
虐
待
防

止
、
差
別
解
消
に
向
け
て
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
法
人
や
地
域
の
事
業
所

の
職
員
が
適
切
な
支
援
が
で
き
る
専
門
性

の
あ
る
支
援
者
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

Ⅴ �

相
談
の
質
の
向
上
及
び
保
持�

日
々
の
面
談
、
訪
問
お
よ
び
家
庭
訪
問
の

支
援
の
質
を
あ
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
移
行
や
退
院
に
向
け
て
の
支
援
、

緊
急
時
の
対
応
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な

ど
、
区
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
事
業
を
一

通
り
で
き
る
ス
キ
ル
を
、
職
員
が
持
つ
こ

と
を
目
標
と
し
ま
す
。
毎
日
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、外
部
研
修
だ
け
で
な
く
、

職
員
会
議
や
面
談
等
で
相
談
員
の
自
己

覚
知
を
促
し
、
研
鑽
に
向
け
て
日
々
の
精

進
を
目
標
と
し
ま
す
。

ピ
ヨ
ピ
ヨ
お
う
ち
え
ん
（
保
育
事
業
）

�

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー　
花
山 

隆
洋

Ⅰ �

地
域
に
密
着
し
た
保
育
所
を
、
安
全
・
安

心
に
運
営
し
、
事
業
を
安
定
稼
働
さ
せ

ま
す
。

Ⅱ �

定
員
枠
数
の
児
童
を
受
け
入
れ
、
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
健
全
な
経
営
を
し

ま
す
。

Ⅲ �

本
園
で
は
、
コ
ロ
ナ
罹
患
防
止
の
取
組
み

を
継
続
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
発

信
と
子
育
て
支
援
を
積
極
的
に
実
施
し
、

さ
ら
な
る
ご
支
持
を
い
た
だ
け
る
保
育
所

と
し
て
の
基
盤
固
め
を
継
続
し
ま
す
。

Ⅳ �

荻
窪
駅
前
園
は
、
コ
ロ
ナ
罹
患
防
止
の
取

組
み
を
継
続
し
、
地
域
の
皆
様
に
安
心
し

て
お
預
け
頂
け
る
保
育
所
と
し
て
保
育
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

Ⅴ �

杉
並
区
保
育
課
を
は
じ
め
と
し
た
、
行
政

や
、
日
本
保
育
協
会
な
ど
が
提
供
す
る
保

育
研
修
の
受
講
を
積
極
的
に
行
い
、
保
育

力
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

Ⅵ �

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
下
で
の
、
地
域
の

子
育
て
家
庭
に
対
し
て
の
地
域
貢
献
の
仕

組
み
や
方
法
を
模
索
・
検
討
し
ま
す
。

目
黒
本
町
福
祉
工
房

�

施
設
長　
高
木 

知
子

Ⅰ �

業
務
の
標
準
化
及
び
一
体
化
に
よ
る
さ

ら
な
る
組
織
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

Ⅱ �

人
材
育
成
と
定
着
へ
の
職
員
支
援
（
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
を
基
盤
と
す
る
）
を
行

い
ま
す
。

Ⅲ �

目
黒
本
町
福
祉
工
房
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
用
し
ま
す
。

Ⅳ �

地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
注
力
し
ま
す
。

Ⅴ 

事
業
継
続
計
画
を
実
践
し
ま
す
。

❖ 

の
ぞ
み
寮

Ⅰ �

ご
利
用
者
様
の
高
齢
化
等
に
伴
っ
て
よ

り
一
層
の
健
康
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
ま
す
。

Ⅱ �

目
黒
本
町
福
祉
工
房
と
の
連
携
を
強

め
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
職
員
の

支
援
力
の
向
上
を
図
り
、
か
つ
目
黒
地

区
に
お
け
る
事
業
の
一
体
感
を
醸
成
し

ま
す
。

❖ 

さ
ん
ま
る
し
ぇ

Ⅰ 

商
品
の
売
上
拡
大

Ⅱ 

施
設
の
認
知
度
ア
ッ
プ

Ⅲ 

顧
客
満
足
度
ア
ッ
プ

Ⅳ 
目
黒
本
町
福
祉
工
房
と
の
連
携
強
化

Ⅴ 
喫
茶
収
入
の
有
効
活
用

Ⅵ �

S
D
G
s
の
一
環
と
し
て
の
エ
コ
活
動

の
推
進

Ⅶ 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

令和4年度　事業部方針 重点目標


